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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 飛 翔 体 が 備 え る 容 器 で あ っ て 、
　 少 な く と も 一 部 が 互 い に 離 間 さ れ た ３ 枚 以 上 の 板 体 で 構 成 さ れ て お り 、
　 前 記 ３ 枚 以 上 の 板 体 の う ち 少 な く と も １ 枚 の 板 体 は 、 孔 を 有 さ ず 容 器 内 の 収 容 物 を 収 容  
す る 空 間 を 気 密 に 保 ち 、
　 前 記 ３ 枚 以 上 の 板 体 の う ち 少 な く と も １ 枚 の 板 体 は 、 当 該 板 体 を 挟 む ２ つ の 空 間 の 間 に  
生 じ た 圧 力 差 を 解 消 す る よ う に 当 該 ２ つ の 空 間 の 間 に 気 体 の 出 入 り を 生 じ さ せ る が 、 当 該  
２ つ の 空 間 の 間 に 気 体 の 対 流 を 生 じ さ せ な い 大 き さ の １ 以 上 の 孔 を 有 す る
　 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 ３ 枚 以 上 の 板 体 の う ち ２ 枚 以 上 の 板 体 が 、 当 該 板 体 を 挟 む ２ つ の 空 間 の 間 に 生 じ た  
圧 力 差 を 解 消 す る よ う に 当 該 ２ つ の 空 間 の 間 に 気 体 の 出 入 り を 生 じ さ せ る が 、 当 該 ２ つ の  
空 間 の 間 に 気 体 の 対 流 を 生 じ さ せ な い 大 き さ の １ 以 上 の 孔 を 有 す る
　 請 求 項 １ に 記 載 の 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ３ 枚 以 上 の 板 体 の う ち 孔 を 有 す る ２ 枚 以 上 の 板 体 に 関 し 、 当 該 ２ 枚 以 上 の 板 体 の う  
ち 少 な く と も ２ 枚 の 各 々 が 有 す る 孔 の 大 き さ 及 び 数 の 少 な く と も 一 方 が 異 な る
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

請求項の数　3　（全13頁）
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【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 気 球 、 飛 行 船 等 の 飛 翔 体 の た め の 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 気 球 、 飛 行 船 等 の 飛 翔 体 が 上 昇 す る と 、 飛 翔 体 の 周 囲 の 温 度 は 一 般 的 に 低 下 す る 。 従 っ  
て 、 飛 翔 体 が 気 密 な 容 器 を 備 え る 場 合 、 飛 翔 体 の 上 昇 に よ り 、 容 器 の 内 側 の 空 気 の 温 度 に  
対 し 容 器 の 壁 面 の 温 度 が 低 く な り 、 壁 面 に 接 す る 空 気 が 冷 却 さ れ て 空 気 中 に 含 ま れ る 水 蒸  
気 が 水 に 変 化 し 、 壁 面 の 内 側 に 露 と し て 付 着 す る 現 象 で あ る 結 露 が 生 じ る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 飛 翔 体 が 備 え る 容 器 の 壁 面 が 光 を 透 過 す る 場 合 、 そ の 壁 面 に 結 露 が 生 じ る と 、 容 器 内 の  
人 が 容 器 外 の 情 景 を 明 瞭 に 視 認 で き な く な り 、 ま た 、 容 器 内 の 撮 影 装 置 が 容 器 外 の 情 景 を  
鮮 明 に 撮 影 で き な く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 飛 翔 体 が 備 え る 容 器 の 壁 面 に 結 露 が 生 じ る と 、 そ の 周 辺 の 物 が 浸 水 に よ る 損 傷 等  
を 受 け る 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 飛 翔 体 が 備 え る 容 器 内 で 結 露 が 生 じ る 確 率 を 低 減 す る 発 明 を 開 示 し た 特 許 文 献 と し て 、  
本 願 の 発 明 者 に よ る 発 明 に 関 す る 特 許 文 献 １ が あ る 。 特 許 文 献 １ に は 、 壁 部 の 少 な く と も  
一 部 を ２ 重 構 造 と し 、 ２ 重 構 造 の 壁 部 の い ず れ か １ 枚 に 、 気 体 の 出 入 り を 生 じ さ せ る が 、  
気 体 の 対 流 を 生 じ さ せ な い 大 き さ の １ 以 上 の 孔 を 設 け た 飛 翔 体 の 容 器 が 開 示 さ れ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ２ ２ － ５ １ ５ ６ ６ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 の 容 器 を 用 い た 場 合 、 地 上 の 気 温 及 び 湿 度 に 関 す る 条 件 に よ っ て は 、  
容 器 内 の 結 露 の 発 生 が 十 分 に 防 止 で き な い 場 合 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の 事 情 に 鑑 み 、 本 発 明 は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 発 明 に よ る 場 合 と 比 較 し 、 飛 翔 体 が  
備 え る 容 器 内 で 結 露 が 生 じ に く く す る 手 段 を 提 供 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 飛 翔 体 が 備 え る 容 器 で あ っ て 、 少 な く と も 一 部 が 互 い に 離 間 さ れ た ３ 枚 以 上  
の 板 体 で 構 成 さ れ て お り 、 前 記 ３ 枚 以 上 の 板 体 の う ち 少 な く と も １ 枚 の 板 体 は 、 孔 を 有 さ  
ず 容 器 内 の 収 容 物 を 収 容 す る 空 間 を 気 密 に 保 ち 、 前 記 ３ 枚 以 上 の 板 体 の う ち 少 な く と も １  
枚 の 板 体 は 、 当 該 板 体 を 挟 む ２ つ の 空 間 の 間 に 生 じ た 圧 力 差 を 解 消 す る よ う に 当 該 ２ つ の  
空 間 の 間 に 気 体 の 出 入 り を 生 じ さ せ る が 、 当 該 ２ つ の 空 間 の 間 に 気 体 の 対 流 を 生 じ さ せ な  
い 大 き さ の １ 以 上 の 孔 を 有 す る 容 器 を 第 １ の 態 様 と し て 提 案 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 第 １ の 態 様 に 係 る 容 器 に お い て 、 前 記 ３ 枚 以 上 の 板 体 の う ち ２ 以 上 の 板 体 が 、 当 該 板 体  
を 挟 む ２ つ の 空 間 の 間 に 生 じ た 圧 力 差 を 解 消 す る よ う に 当 該 ２ つ の 空 間 の 間 に 気 体 の 出 入  
り を 生 じ さ せ る が 、 当 該 ２ つ の 空 間 の 間 に 気 体 の 対 流 を 生 じ さ せ な い 大 き さ の １ 以 上 の 孔  
を 有 す る 、 と い う 構 成 が 第 ２ の 態 様 と し て 採 用 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 第 ２ の 態 様 に 係 る 容 器 に お い て 、 前 記 ３ 枚 以 上 の 板 体 の う ち 孔 を 有 す る ２ 枚 以 上 の 板 体  
に 関 し 、 当 該 ２ 枚 以 上 の 板 体 の う ち 少 な く と も ２ 枚 の 各 々 が 有 す る 孔 の 大 き さ 及 び 数 の 少  
な く と も 一 方 が 異 な る 、 と い う 構 成 が 第 ３ の 態 様 と し て 採 用 さ れ て も よ い 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 従 来 技 術 に 係 る 飛 翔 体 が 備 え る 容 器 と 比 較 し 、 容 器 内 で 結 露 が 生 じ に  
く い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ３ 】
【 図 １ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 飛 翔 体 の 全 体 構 成 を 示 し た 図 。
【 図 ２ 】 一 実 施 形 態 に 係 る 容 器 の 断 面 図 。
【 図 ３ 】 一 変 形 例 に 係 る 容 器 の 断 面 図 。
【 図 ４ 】 一 変 形 例 に 係 る 容 器 の 断 面 図 。
【 図 ５ 】 一 変 形 例 に 係 る 容 器 の 断 面 図 。
【 図 ６ 】 一 変 形 例 に 係 る 容 器 の 断 面 図 。
【 図 ７ 】 一 変 形 例 に 係 る 容 器 の 断 面 図 。
【 図 ８ 】 一 変 形 例 に 係 る 容 器 の 断 面 図 。
【 図 ９ 】 一 変 形 例 に 係 る 容 器 の 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
［ 実 施 形 態 ］
　 図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 飛 翔 体 １ の 全 体 構 成 を 示 し た 図 で あ る 。 飛 翔 体 １ は 、  
ヘ リ ウ ム 等 の 空 気 よ り 軽 い 気 体 を 収 容 す る 球 皮 １ １ と 、 球 皮 １ １ に 吊 ら れ て 飛 翔 す る 容 器  
１ ２ と 、 球 皮 １ １ に 一 方 の 端 部 が 連 結 さ れ 容 器 １ ２ に 他 方 の 端 部 が 連 結 さ れ て 球 皮 １ １ が  
容 器 １ ２ を 吊 る た め に 設 け ら れ て い る 複 数 の 索 体 で あ る 吊 索 １ ３ を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ２ は 、 容 器 １ ２ が 備 え る 壁 体 の 構 成 を 示 し た 断 面 図 で あ る 。 容 器 １ ２ は 、 内 部 に 形 成  
さ れ る 空 間 に 収 容 物 を 収 容 す る 。 本 願 に お い て 、 収 容 物 は 物 （ 動 物 を 含 む ） 又 は 人 の 少 な  
く と も 一 方 を 含 む 。 図 ２ に お い て は 、 収 容 物 の 一 例 と し て 、 搭 乗 員 Ｃ １ が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 容 器 １ ２ が 備 え る 壁 体 の う ち 、 破 線 で 囲 ま れ て い る 部 分 は 、 互 い に 離 間 さ れ た ３ 枚 の 板  
体 、 す な わ ち 、 板 体 １ ２ １ 、 板 体 １ ２ ２ 、 及 び 、 板 体 １ ２ ３ で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 板 体 １ ２ １ 、 板 体 １ ２ ２ 、 及 び 、 板 体 １ ２ ３ に よ り 、 容 器 １ ２ の 内 部 に は 、 空 間 Ｓ ２ 、  
空 間 Ｓ ３ 、 及 び 、 空 間 Ｓ ４ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 板 体 １ ２ １ は 、 容 器 １ ２ の 外 部 の 空 間 Ｓ １ と 、 容 器 １ ２ の 内 部 に 形 成 さ れ る ３ つ の 空 間  
の う ち 空 間 Ｓ ２ と の 間 に 挟 ま れ 、 そ れ ら ２ つ の 空 間 を 隔 て て い る 。 板 体 １ ２ ２ は 、 容 器 １  
２ の 内 部 に 形 成 さ れ る ３ つ の 空 間 の う ち 、 空 間 Ｓ ２ と 空 間 Ｓ ３ の 間 に 挟 ま れ 、 そ れ ら ２ つ  
の 空 間 を 隔 て て い る 。 板 体 １ ２ ３ は 、 容 器 １ ２ の 内 部 に 形 成 さ れ る ３ つ の 空 間 の う ち 、 空  
間 Ｓ ３ と 空 間 Ｓ ４ の 間 に 挟 ま れ 、 そ れ ら ２ つ の 空 間 を 隔 て て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 以 下 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 圧 力 を 以 下 の よ う に 呼 ぶ 。
　 空 間 Ｓ １ 内 の 圧 力 ： 圧 力 Ｐ １
　 空 間 Ｓ ２ 内 の 圧 力 ： 圧 力 Ｐ ２
　 空 間 Ｓ ３ 内 の 圧 力 ： 圧 力 Ｐ ３
　 空 間 Ｓ ４ 内 の 圧 力 ： 圧 力 Ｐ ４
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 以 下 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 温 度 を 以 下 の よ う に 呼 ぶ 。
　 空 間 Ｓ １ 内 の 温 度 ： 温 度 Ｔ １
　 空 間 Ｓ ２ 内 の 温 度 ： 温 度 Ｔ ２
　 空 間 Ｓ ３ 内 の 温 度 ： 温 度 Ｔ ３
　 空 間 Ｓ ４ 内 の 温 度 ： 温 度 Ｔ ４
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【 ０ ０ ２ １ 】
　 ３ 枚 の 板 体 の う ち 、 板 体 １ ２ ２ と 板 体 １ ２ ３ は 、 孔 を 有 さ ず 、 容 器 １ ２ 内 の 収 容 物 を 収  
容 す る 空 間 を 気 密 に 保 つ 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ３ 枚 の 板 体 の う ち 、 板 体 １ ２ １ は 、 １ 以 上 の 孔 Ｈ １ を 有 し て い る 。 孔 Ｈ １ の 各 々 の 大 き  
さ は 、 板 体 １ ２ １ を 挟 む ２ つ の 空 間 、 す な わ ち 、 空 間 Ｓ １ と 空 間 Ｓ ２ の 間 に 生 じ た 圧 力 差  
を 解 消 す る よ う に 、 そ れ ら の ２ つ の 空 間 の 間 に 気 体 の 出 入 り を 生 じ さ せ る が 、 そ れ ら の ２  
つ の 空 間 の 間 に 気 体 の 対 流 を 生 じ さ せ な い 大 き さ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 飛 翔 体 １ が 上 昇 し 、 容 器 １ ２ の 周 囲 の 空 間 の 温 度 （ す な わ ち 温 度 Ｔ １ ） が 低 下 す る と 、  
空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 温 度 は 以 下 に 示 す 関 係 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 Ｔ １ ＜ Ｔ ２ ＜ Ｔ ３ ＜ Ｔ ４
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 す な わ ち 、 容 器 １ ２ の 壁 部 の う ち ３ 重 構 造 の 部 分 に お い て は 、 容 器 １ ２ の 外 側 か ら 内 側  
に 向 け て 、 段 階 的 に 温 度 が 上 昇 す る 。 す な わ ち 、 容 器 １ ２ の 壁 部 の う ち ３ 重 構 造 の 部 分 に  
お い て は 、 ３ 重 構 造 で な い 部 分 と 比 較 し 、 容 器 １ ２ の 内 外 の 温 度 勾 配 が 緩 や か と な る 。 そ  
の た め 、 板 体 １ ２ １ 、 板 体 １ ２ ２ 、 及 び 、 板 体 １ ２ ３ の い ず れ に も 、 結 露 が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 従 っ て 、 板 体 １ ２ １ 、 板 体 １ ２ ２ 、 及 び 、 板 体 １ ２ ３ が 光 を 透 過 す る 場 合 、 空 間 Ｓ ４ 内  
の 人 は そ れ ら の 板 体 を 通 し て 容 器 １ ２ の 外 部 の 情 景 を 見 る 際 に 、 結 露 に よ り そ の 情 景 が よ  
く 見 え な い 、 と い っ た 不 都 合 が 生 じ に く い 。 ま た 、 空 間 Ｓ ４ 内 の 撮 影 装 置 が そ れ ら の 板 体  
を 通 し て 容 器 １ ２ の 外 部 の 情 景 を 撮 影 す る 際 に 、 結 露 に よ り そ の 情 景 の 画 像 を 鮮 明 に 撮 影  
で き な い 、 と い っ た 不 都 合 が 生 じ に く い 。 ま た 、 空 間 Ｓ ４ 内 の 収 容 物 が 板 体 １ ２ ３ に 生 じ  
た 結 露 に よ り 浸 水 す る 、 と い っ た 不 都 合 が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 飛 翔 体 １ が 上 昇 し 、 容 器 １ ２ の 周 囲 の 空 間 （ す な わ ち 空 間 Ｓ １ ） の 圧 力 （ す な わ  
ち 圧 力 Ｐ １ ） が 低 下 す る と 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 圧 力 は 以 下 に 示 す 関 係 と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 Ｐ １ ≦ Ｐ ２ ＜ ＜ Ｐ ３ ＜ Ｐ ４
　 た だ し 、 「 ≦ 」 は 、 左 側 よ り 右 側 が 大 き い が 、 時 間 を か け て 左 右 の 差 が 解 消 に 向 か う （  
徐 々 に 小 さ く な る ） こ と を 意 味 す る 。 ま た 、 「 ＜ ＜ 」 は 左 側 よ り 右 側 が 著 し く 大 き い （ 「  
＜ 」 よ り も 左 右 の 差 が 大 き い ） こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 上 記 の よ う に 、 空 間 Ｓ ２ の 圧 力 Ｐ ２ と 、 空 間 Ｓ ３ の 圧 力 Ｐ ３ は 大 き く 異 な る 。 従 っ て 、  
空 間 Ｓ ２ と 空 間 Ｓ ３ に 挟 ま れ る 板 体 １ ２ ２ は 、 そ れ ら の ２ つ の 空 間 の 間 に 生 じ る 圧 力 差 に  
よ り 、 内 側 か ら 外 側 に 向 か う 大 き な 力 を 受 け る こ と に な る 。 そ の 力 に 抗 す る た め 、 板 体 １  
２ ２ は 、 板 体 １ ２ １ 及 び 板 体 １ ２ ３ と 比 較 し 、 高 い 剛 性 を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 と こ ろ で 、 空 間 Ｓ １ の 圧 力 Ｐ １ と 、 空 間 Ｓ ２ の 圧 力 Ｐ ２ の 差 は 、 孔 Ｈ １ を 通 じ た 気 体 の  
出 入 り に よ り 解 消 に 向 か う が 、 孔 Ｈ １ を 通 じ た 気 体 の 流 速 は 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 生 じ  
る 圧 力 差 を 瞬 時 に 解 消 す る 程 は 速 く な い 。 す な わ ち 、 圧 力 Ｐ １ と 圧 力 Ｐ ２ の 差 の 解 消 は 時  
間 を か け て 徐 々 に 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 従 っ て 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 容 器 １ ２ の 内 外 に 生 じ る 圧 力 差 に よ る 内 側 か ら 外 側 に 向  
か う 力 の 一 部 を 板 体 １ ２ １ が 受 け る こ と に な る 。 そ の 結 果 、 板 体 １ ２ ２ が 受 け る 力 が 低 減  
さ れ る 。 こ の よ う に 、 孔 Ｈ １ を 有 す る 板 体 １ ２ １ が 、 板 体 １ ２ ２ を 外 側 に 押 す 力 を 緩 衝 す  
る 役 割 を 果 た す 結 果 、 板 体 １ ２ ２ に 要 求 さ れ る 剛 性 が 低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ 全 体 の 軽 量 化 を  
図 る こ と が で き る 。 ま た 、 板 体 １ ２ ２ に 生 じ る 歪 み が 低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ の 内 側 か ら 視 認  
（ 又 は 撮 影 ） さ れ る 外 側 の 情 景 に 歪 み が 生 じ に く い 。
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【 ０ ０ ３ ２ 】
［ 変 形 例 ］
　 上 述 し た 実 施 形 態 に 係 る 飛 翔 体 １ が 備 え る 容 器 １ ２ は 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 に  
お い て 様 々 に 変 形 さ れ て よ い 。 以 下 に そ れ ら の 変 形 の 例 を 示 す 。 な お 、 以 下 の 変 形 例 の ２  
以 上 が 適 宜 、 組 み 合 わ さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ １ ） 上 述 し た 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ２ に お い て は 、 板 体 １ ２ １ が １ 以 上 の 孔 を 有 す る 。  
こ れ に 代 え て 、 板 体 １ ２ ２ 又 は 板 体 １ ２ ３ が 、 孔 Ｈ １ と 同 様 の 孔 を 有 す る 構 成 が 採 用 さ れ  
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ は 、 こ の 変 形 例 に 係 る 容 器 １ ２ の 一 例 の 断 面 図 で あ る 。 図 ３ に 示 さ れ る 容 器 １ ２ に  
お い て は 、 板 体 １ ２ １ が 孔 Ｈ １ を 有 さ ず 、 板 体 １ ２ ２ が 孔 Ｈ １ と 同 様 の 孔 Ｈ ２ を １ 以 上 、  
有 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ３ に 示 す 容 器 １ ２ に お い て は 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 温 度 の 関  
係 は 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 Ｔ １ ＜ Ｔ ２ ＜ Ｔ ３ ＜ Ｔ ４
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 従 っ て 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ２ に お け る 場 合 と 同 様 に 、 板 体 １ ２ １ 、 板 体 １  
２ ２ 、 及 び 、 板 体 １ ２ ３ の い ず れ に も 、 結 露 が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す 容 器 １ ２ に お い て は 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 圧  
力 の 関 係 は 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 Ｐ １ ＜ ＜ Ｐ ２ ≦ Ｐ ３ ＜ Ｐ ４
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の 場 合 、 板 体 １ ２ １ に 最 も 大 き な 力 が か か る が 、 板 体 １ ２ ２ が そ の 力 を 緩 衝 す る 役 割  
を 果 た す 。 そ の 結 果 、 板 体 １ ２ １ に 要 求 さ れ る 剛 性 が 低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ 全 体 の 軽 量 化 を  
図 る こ と が で き る 。 ま た 、 板 体 １ ２ １ に 生 じ る 歪 み が 低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ の 内 側 か ら 視 認  
（ 又 は 撮 影 ） さ れ る 外 側 の 情 景 に 歪 み が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 こ の 場 合 、 板 体 １ ２ ２ は 板 体 １ ２ ３ に か か る 力 を 緩 衝 す る 役 割 も 果 た す 。 そ の 結  
果 、 板 体 １ ２ ３ に 生 じ る 歪 み が 低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ の 内 側 か ら 視 認 （ 又 は 撮 影 ） さ れ る 外  
側 の 情 景 に 歪 み が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ は 、 こ の 変 形 例 に 係 る 容 器 １ ２ の 他 の 一 例 の 断 面 図 で あ る 。 図 ４ に 示 さ れ る 容 器 １  
２ に お い て は 、 板 体 １ ２ １ が 孔 Ｈ １ を 有 さ ず 、 ま た 、 板 体 １ ２ ２ が 孔 Ｈ ２ を 有 さ ず 、 板 体  
１ ２ ３ が 孔 Ｈ １ と 同 様 の 孔 Ｈ ３ を １ 以 上 、 有 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ に 示 す 容 器 １ ２ に お い て は 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 温 度 の 関  
係 は 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Ｔ １ ＜ Ｔ ２ ＜ Ｔ ３ ＜ Ｔ ４
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 従 っ て 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ２ に お け る 場 合 と 同 様 に 、 板 体 １ ２ １ 、 板 体 １  
２ ２ 、 及 び 、 板 体 １ ２ ３ の い ず れ に も 、 結 露 が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す 容 器 １ ２ に お い て は 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 圧  
力 の 関 係 は 以 下 の よ う に な る 。
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【 ０ ０ ４ ７ 】
　 Ｐ １ ＜ ＜ Ｐ ２ ＜ Ｐ ３ ≦ Ｐ ４
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 場 合 、 板 体 １ ２ ３ は 、 板 体 １ ２ １ に か か る 力 を 大 き く 低 減 さ せ る こ と は で き な い が  
、 板 体 １ ２ ２ に か か る 力 を 緩 衝 す る 役 割 を 果 た す 。 そ の 結 果 、 板 体 １ ２ ３ に 生 じ る 歪 み が  
低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ の 内 側 か ら 視 認 （ 又 は 撮 影 ） さ れ る 外 側 の 情 景 に 歪 み が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
（ ２ ） 上 述 し た 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ２ に お い て は 、 容 器 １ ２ の 壁 体 の う ち ３ 重 構 造 の 部  
分 を 構 成 す る ３ 枚 の 板 体 の う ち 、 １ 枚 の み （ す な わ ち 、 板 体 １ ２ １ の み ） が 孔 を 有 す る が  
、 そ れ ら ３ 枚 の 板 体 の う ち ２ 枚 が 孔 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ５ は 、 こ の 変 形 例 に 係 る 容 器 １ ２ の 一 例 の 断 面 図 で あ る 。 図 ５ に 示 さ れ る 容 器 １ ２ に  
お い て は 、 板 体 １ ２ １ が 孔 Ｈ １ を 有 し 、 板 体 １ ２ ２ が 孔 Ｈ ２ を 有 し 、 板 体 １ ２ ３ が 孔 を 有  
さ な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ５ に 示 す 容 器 １ ２ に お い て は 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 温 度 の 関  
係 は 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 Ｔ １ ＜ Ｔ ２ ＜ Ｔ ３ ＜ Ｔ ４
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 従 っ て 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ２ に お け る 場 合 と 同 様 に 、 板 体 １ ２ １ 、 板 体 １  
２ ２ 、 及 び 、 板 体 １ ２ ３ の い ず れ に も 、 結 露 が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す 容 器 １ ２ に お い て は 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 圧  
力 の 関 係 は 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 Ｐ １ ≦ Ｐ ２ ≦ Ｐ ３ ＜ ＜ Ｐ ４
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 こ の 場 合 、 板 体 １ ２ ３ に 最 も 大 き な 力 が か か る が 、 板 体 １ ２ １ と 板 体 １ ２ ２ が そ の 力 を  
緩 衝 す る 役 割 を 果 た す 。 そ の 結 果 、 板 体 １ ２ ３ に 要 求 さ れ る 剛 性 が 低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ 全  
体 の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 板 体 １ ２ ３ に 生 じ る 歪 み が 低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ の  
内 側 か ら 視 認 （ 又 は 撮 影 ） さ れ る 外 側 の 情 景 に 歪 み が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 図 ６ は 、 こ の 変 形 例 に 係 る 容 器 １ ２ の 他 の 一 例 の 断 面 図 で あ る 。 図 ６ に 示 さ れ る 容 器 １  
２ に お い て は 、 板 体 １ ２ １ が 孔 Ｈ １ を 有 し 、 板 体 １ ２ ３ が 孔 Ｈ ３ を 有 し 、 板 体 １ ２ ２ が 孔  
を 有 さ な い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 図 ６ に 示 す 容 器 １ ２ に お い て は 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 温 度 の 関  
係 は 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 Ｔ １ ＜ Ｔ ２ ＜ Ｔ ３ ＜ Ｔ ４
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 従 っ て 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ２ に お け る 場 合 と 同 様 に 、 板 体 １ ２ １ 、 板 体 １  
２ ２ 、 及 び 、 板 体 １ ２ ３ の い ず れ に も 、 結 露 が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 ま た 、 図 ６ に 示 す 容 器 １ ２ に お い て は 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 圧  
力 の 関 係 は 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 Ｐ １ ≦ Ｐ ２ ＜ ＜ Ｐ ３ ≦ Ｐ ４
【 ０ ０ ６ ３ 】



10

20

30

40

50

JP 7201284 B1 2023.1.10(7)

　 こ の 場 合 、 板 体 １ ２ ２ に 最 も 大 き な 力 が か か る が 、 板 体 １ ２ １ と 板 体 １ ２ ３ が そ の 力 を  
緩 衝 す る 役 割 を 果 た す 。 そ の 結 果 、 板 体 １ ２ ２ に 要 求 さ れ る 剛 性 が 低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ 全  
体 の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 板 体 １ ２ ２ に 生 じ る 歪 み が 低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ の  
内 側 か ら 視 認 （ 又 は 撮 影 ） さ れ る 外 側 の 情 景 に 歪 み が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 図 ７ は 、 こ の 変 形 例 に 係 る 容 器 １ ２ の さ ら に 他 の 一 例 の 断 面 図 で あ る 。 図 ７ に 示 さ れ る  
容 器 １ ２ に お い て は 、 板 体 １ ２ ２ が 孔 Ｈ ２ を 有 し 、 板 体 １ ２ ３ が 孔 Ｈ ３ を 有 し 、 板 体 １ ２  
１ が 孔 を 有 さ な い 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ７ に 示 す 容 器 １ ２ に お い て は 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 温 度 の 関  
係 は 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 Ｔ １ ＜ Ｔ ２ ＜ Ｔ ３ ＜ Ｔ ４
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 従 っ て 、 上 述 し た 実 施 形 態 に 係 る 容 器 １ ２ に お け る 場 合 と 同 様 に 、 板 体 １ ２ １ 、 板 体 １  
２ ２ 、 及 び 、 板 体 １ ２ ３ の い ず れ に も 、 結 露 が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ま た 、 図 ７ に 示 す 容 器 １ ２ に お い て は 、 飛 翔 体 １ の 上 昇 に 伴 い 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ 内 の 圧  
力 の 関 係 は 以 下 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 Ｐ １ ＜ ＜ Ｐ ２ ≦ Ｐ ３ ≦ Ｐ ４
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 こ の 場 合 、 板 体 １ ２ １ に 最 も 大 き な 力 が か か る が 、 板 体 １ ２ ２ と 板 体 １ ２ ３ が そ の 力 を  
緩 衝 す る 役 割 を 果 た す 。 そ の 結 果 、 板 体 １ ２ １ に 要 求 さ れ る 剛 性 が 低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ 全  
体 の 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 、 板 体 １ ２ １ に 生 じ る 歪 み が 低 減 さ れ 、 容 器 １ ２ の  
内 側 か ら 視 認 （ 又 は 撮 影 ） さ れ る 外 側 の 情 景 に 歪 み が 生 じ に く い 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 と こ ろ で 、 こ の 変 形 例 に 係 る 容 器 １ ２ に お い て 、 孔 を 有 す る ２ 枚 の 板 体 に 関 し 、 そ れ ら  
の 板 体 の 各 々 が 有 す る 孔 の 数 及 び 大 き さ の 少 な く と も 一 方 が 異 な っ て も よ い 。 例 え ば 、 図  
５ に 示 す 容 器 １ ２ に お い て 、 板 体 １ ２ １ と 板 体 １ ２ ２ に 要 求 さ れ る 剛 性 や そ れ ら の 板 体 に  
生 じ る 歪 み が 低 減 す る よ う に 、 板 体 １ ２ １ が 有 す る 孔 Ｈ １ と 板 体 １ ２ ２ が 有 す る 孔 Ｈ ２ の  
数 及 び 大 き さ の 少 な く と も 一 方 が 調 整 さ れ て も よ い 。 そ の よ う な 調 整 に よ っ て 、 多 く の 場  
合 、 孔 Ｈ １ と 孔 Ｈ ２ の 数 及 び 大 き さ の 少 な く と も 一 方 が 異 な る こ と に な る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
（ ３ ） 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 容 器 １ ２ の 壁 体 の う ち １ つ の 領 域 の 部 分 が ３ 重 構 造  
と な っ て い る 。 容 器 １ ２ の 壁 体 の う ち ２ 以 上 の 領 域 の 部 分 が ３ 重 構 造 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 図 ８ は 、 こ の 変 形 例 に 係 る 容 器 １ ２ の 一 例 の 断 面 図 で あ る 。 図 ８ に 示 す 容 器 １ ２ に お い  
て は 、 破 線 で 囲 ま れ た ２ つ の 領 域 の 部 分 の 各 々 が ３ 重 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 ま た 、 容 器 １ ２ の 壁 体 の 全 部 が ３ 重 構 造 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ９ は 、 こ の 変 形 例 に 係 る 容 器 １ ２ の 一 例 の 断 面 図 で あ る 。 図 ９ に 示 す 容 器 １ ２ に お い  
て は 、 容 器 １ ２ の 壁 体 の 全 部 が ３ 重 構 造 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
（ ４ ） 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て は 、 容 器 １ ２ の 壁 体 の う ち 少 な く と も 一 部 が ３ 重 構 造 、  
す な わ ち 、 互 い に 離 間 さ れ た ３ 枚 の 板 体 で 構 成 さ れ て い る 。 容 器 １ ２ の 壁 体 の う ち 少 な く  
と も 一 部 が 、 互 い に 離 間 さ れ た ４ 枚 以 上 の 板 体 で 構 成 さ れ て も よ い 。 そ の 場 合 、 容 器 １ ２  
が 備 え る ４ 枚 以 上 の 板 体 の う ち 少 な く と も １ 枚 の 板 体 は 孔 を 有 さ ず 、 容 器 １ ２ が 備 え る ４  
枚 以 上 の 板 体 の う ち 少 な く と も １ 枚 の 板 体 は 孔 を 有 す れ ば よ い 。 ま た 、 容 器 １ ２ が 備 え る  
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４ 枚 以 上 の 板 体 の う ち ２ 枚 以 上 の 板 体 （ 例 え ば 、 ３ 枚 の 板 体 ） が 孔 を 有 し て も よ い 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
（ ５ ） 上 述 し た 実 施 形 態 に お い て 、 飛 翔 体 は ガ ス 気 球 で あ る も の と し た が 、 飛 翔 体 の 種 類  
は ガ ス 気 球 に 限 ら れ ず 、 熱 気 球 や 飛 行 船 等 の 他 の 種 類 の 飛 翔 体 で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 １ … 飛 翔 体 、 １ １ … 球 皮 、 １ ２ … 容 器 、 １ ３ … 吊 索 、 １ ２ １ … 板 体 、 １ ２ ２ … 板 体 、 １  
２ ３ … 板 体 。
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【 要 約 】
【 課 題 】 従 来 技 術 に 係 る 飛 翔 体 が 備 え る 容 器 と 比 較 し 、 結 露 が 生 じ に く い 容 器 を 提 供 す る 。
【 解 決 手 段 】 容 器 １ ２ は ガ ス 気 球 等 の 飛 翔 体 の 容 器 で あ り 、 飛 翔 体 の 上 昇 に 伴 い 上 昇 す る  
。 容 器 １ ２ の 壁 体 の 一 部 は 、 互 い に 離 間 さ れ た 板 体 １ ２ １ 、 板 体 １ ２ ２ 、 及 び 、 板 体 １ ２  
３ で 構 成 さ れ て い る 。 板 体 １ ２ １ は 、 板 体 １ ２ １ を 挟 む 空 間 Ｓ １ と 空 間 Ｓ ２ の 間 に 生 じ た  
圧 力 差 を 解 消 す る よ う に 、 そ れ ら の ２ つ の 空 間 の 間 に 気 体 の 出 入 り を 生 じ さ せ る が 、 そ れ  
ら の ２ つ の 空 間 の 間 に 気 体 の 対 流 を 生 じ さ せ な い 大 き さ の 孔 Ｈ １ を １ 以 上 、 有 す る 。 飛 翔  
体 の 上 昇 に 伴 い 、 空 間 Ｓ １ ～ Ｓ ４ の 温 度 Ｔ １ ～ Ｔ ４ に は Ｔ １ ＜ Ｔ ２ ＜ Ｔ ３ ＜ Ｔ ４ の 関 係 が  
生 じ る 。 す な わ ち 、 容 器 １ ２ の 内 外 の 温 度 勾 配 が 緩 や か と な り 、 板 体 １ ２ １ 、 板 体 １ ２ ２  
、 及 び 、 板 体 １ ２ ３ の い ず れ に も 結 露 が 生 じ に く い 。 板 体 １ ２ １ は 孔 Ｈ １ を 有 す る こ と で  
、 板 体 １ ２ ２ が 容 器 １ ２ の 内 外 圧 力 差 に よ り 受 け る 力 を 緩 衝 す る 役 割 を 果 た す 。
【 選 択 図 】 図 ２
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】



10

20

30

40

50

JP 7201284 B1 2023.1.10(11)

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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